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Our Location
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QPS-SAR 2号機
打ち上げ成功

QPS研究所が
九州大学と共同で
QSAT-EOSプロジェクト(50kg衛
星)を主導

Company History

QPS研究所が
小型SAR衛星
コンステレーション
事業構想を確立

商用機QPS-SAR 5号機、
6号機、7号機の打ち上げ成功

九州大学教授陣
などにより
QPS研究所を
設立

八坂教授の元
九州大学において
50cm級の小型衛星の
開発をスタート

小型衛星の開発・製造(100kg級)/ 導電性テザー / デブリセンサー
軌道離脱用展開セイル / 非化薬式衛星分離機構

QPS-SAR 1号機
打ち上げ成功

大西が社長に就任
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何を実現するのか？

高画質画像による「リアルタイム地球観測」の実現

1

2

3

分解能 0.5 m以下

高精細SAR衛星により

観測頻度 10 分間隔

36機のコンステレーションにより

配信 10 分以内

衛星間通信の利用により
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衛星間通信

『衛星間通信』
コマンドの送信に衛星間通信を利用し

観測要求時間を短縮
圧縮データの超高速配信を実現

『軌道上画像化装置』
データを軌道上で画像化することで
RF通信によるデータ配信を実現

軌道上画像化装置とRF通信により圧縮データの超高速配信が可能
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コンステレーション構築計画

2027年度には24機体制で ＜ 1時間毎の準リアルタイム観測が可能

20xx.. 36機コンステレーション
約10分ごとの観測が可能

2027 24機コンステレーション
約30分ごとの観測が可能

2024 4機コンステレーション
数時間ごとの観測が可能

2021 QPS-SAR 2号機
打ち上げ成功

2019 QPS-SAR 1号機
打ち上げ成功
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